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三陸ジオパーク推進協議会

ジオだより
東日本大震災津波
伝承館と連携協定
を締結しました

東北各地の地酒が揃いました

東北ブロックの各ジオパーク事務局が下北ジオパークに集合

７月２２日（土）に、
仙台市のショッピングセ
ンタータピオで東北ブ
ロック９ジオパークによ
る普及イベントがあり、
三陸ジオパークも出展し
てきました。昨年はセミ
ナーの開催があり欠席で
したので、今回は初参戦。
夏休みに入った子供たち
に向けて、各ジオパーク
が様々なメニューを準備
し、会場は多くの親子連
れでにぎわいました。

《東北ブロックイベント》

すごろくゲームでさんりくジオパーク
の１６市町村をまわりました。

恐山で解説役をする盛合専門員下北半島のジオサイトを見学

達増知事と山本会長

６月２８～３０日に、下北ジオパークに行ってきました。
来年のジオパーク全国大会は、下北ジオパークでの開催が決定していて、東北ブロック全体で運営協
力をしていきますので、現地の予定会場の下見などを兼ねて事務局同士の交流と、直近の仙台イベン
トについての協議も行いました。今回は新幹線の七戸十和田駅まで迎えに来ていただきましたが、そ
こからむつ市まで車で1時間30分ほどかかり、下北半島の広さを感じました。
いつもはオンラインでの打合せでしかお目にかかれない各地のみなさまなので、こういう機会があ

ると同じ立場同士で情報交換も盛り上がり、リクエストで持ち寄ったご当地ドリンクも大好評でした。
下北のジオサイトにも案内いただき、現地での「なるほど」をたくさん体験してきました。三陸エリ
ア内でも行けてないところはありますが、東北各地のジオパークにも是非行ってみたいと思います。
企画してくださった下北ジオパークのみなさまには大変お世話になり、ありがとうございました。

7月10日宮古市イーストピアみ
やこにおいて、東日本大震災津波
伝承館と三陸ジオパーク推進協議
会は、連携協定を結びました。
三陸の大津波の歴史や津波災害を
後世に伝えていくこと、また三陸
の豊かな地形・地質遺産を守り、
それらを防災・復興教育や地域の
持続的発展に活用してくために一
層連携協力して事業を推進して参
ります。

《ワカメモンスター》

「えっ⁈こんなにちっちゃい
の？」吹けば飛んでいきそうな
ほど、顕微鏡で見るほど不思議
な、ワカメを住家とするたくさ
んの生物がいます。それをワカ
メモンスター(ワカモン)と名付
け、ミニ講座とプチアクセサ
リー作りがありました。

地元では〈しゃむしゃらりん〉
と呼ばれているそうですが、海
の生態系もバランスが保たれる
ことが大切という話がとても印
象深かったです。

碁石海岸インフォメーションセンターの
小松さん ジオさんぽも実施しています



ジオトレイルスタンプラリーに参加しよう！

「もーりぃ の さんりくジオ話」
三陸ジオパーク専門員の盛合秀がお届けします

5月15日に、住田町の滝観洞に行ってまいりました。
この日の気温は20度を超えていたため、洞内に入ると非常に涼しく感じ
ました（ちなみに洞内の温度計では9℃を示していました）。
洞内を進むと映画「八つ墓村」の撮影地やウミユリの化石が多数確認で
きる露頭など数々の見所がありました。最奥部には、「天の岩戸の滝」
が流れており、滝壺へと落ちていく水の音に大変迫力がありました。

滝観洞周辺には鬼丸層や長岩層と呼ばれる古生代石炭紀の黒色石灰岩が分布していますが（後期
ビゼーアン～前期モスコビアン：約3億4000万年～3億1000万年前）、この他にも三陸ジオパークの
エリア内には石灰岩層が多く見られ、内間木洞や龍泉洞、安家洞などの鍾乳洞も複数存在します。
これらの鍾乳洞は数万年もの長い年月をかけて形成されたものであり、まさにジオを体感できる場
所であると思います。

洞内の気温は安定しているので、外気温が低くなるこれからの時期は、暖かく感じるかもしれませ
んね。入洞の際には、足元と頭上に注意しましょう。

滝観洞の入口

参考文献：川村・川村 (1989), 南部北上帯の石炭系（その1）
相澤 (2009), 南部北上山地古生代石灰岩のカドミウム含量

三陸の各地で開催されるイベントに参加してスタン
プを集めると、オリジナルグッズが抽選で当たります！
どのイベントも好評なので、参加しようかなと思ったら

お早めにお申し込みください！！



【テーマ】 北三陸きらりジオ旅 ～実は海の底だった⁉地球からの贈り物～

三陸沿岸北部は150mの滝が海に直接流れ落ちる黒崎など南ほど高く、階上周辺は海抜10～30ｍと変
化に富む海成段丘が広がり、北限の海女や南部潜りで獲られるウニ・あわびなど、海産資源の宝庫と
なっています。

一方内陸部は、海成段丘によって隆起したなだらかな丘陵地帯で、乳製品などの牧畜やヤマブドウ
を原料としたワイン製造が盛んな他、バラ輝石（マリンローズ）や琥珀なども産出されそれぞれの風
土とともにした産業が営まれています。

【行程】 普代駅集合→黒崎展望台→＊長坂ガイド マリンローズ野田玉川坑道内見学＊城内氏

→小袖海岸海女センター→道の駅〈北三陸〉→ ＊藤織ガイド

大野海成段丘＊寺田ガイド →階上灯台＊高橋ガイド →蕪島＊吉田ガイド

【テーマ】 地形と地質が育む自然と景観美

 南部ブロックは、地形や地質の変化により生成されたサイトが多く、
長い年月をかけて育まれた自然の歴史を感じることができます。

 多くの人々を魅了し、地域の観光を支えるのみならず、学習の場所
として、また東日本大震災津波などの自然災害の歴史を伝える場所とし
ても機能しています。

 今回のツアーでは、そんな南部ブロックの自然の景観美と歴史を体
感できる、有意義な一日となりました！

【行程】

滝観洞【住田町】→昼食（メカジキカレー）→大谷・鹿折金山跡（鹿
折金山資料館）【気仙沼市】→陸前高田市立博物館【陸前高田市】

令和5年度 市町村長ツアーを実施しました ①

昨年度に引き続き、各ブロックごとに三陸ジオパークの見どころを巡る首長ツアーを企画

《北部 7月24日（月）》

《南部 7月27日（木）》

大野海成段丘の成り立ちを聞く

滝観洞の最奥では

「天の岩戸の滝」の絶景が待っています。

陸前高田市立博物館の展示ゾーンの一角

真剣な眼差しで見学する参加者の皆さん

 まず、住田町の滝観洞です。洞内は上着が必要なほどひんやりし
ており、薄暗く狭いので歩くのには一苦労ですが、ガイドの千葉孝文
さんの説明を聞きながら、さながら冒険家のごとく進んでいく様は、
まさに非日常体験でした。洞内を進んだ先には、日本有数の落差を誇
る「天の岩戸の滝」があり、その迫力と美しさに圧巻されました。

 次に気仙沼市の鹿折金山跡を訪問しました。この金山ではその昔、
重さ2.25kg、金含有量83%という巨大な金塊（モンスターゴールド）
が採掘されたことで有名で、資料館にはその金塊のレプリカも展示さ
れていました。首長方は実際に砂金取りを体験し、思い思いに楽しん
でおられました。

 最後は、陸前高田市立博物館を見学しました。同館は、東日本大
震災津波で全壊しましたが、約11年８ヶ月の時を経て、昨年11月に新
設し、再スタートを切りました。南部ブロックの重点拠点施設となっ
ており、首長方は同館職員のガイドに熱心に耳を傾けておりました。

北の海女の素潜り実演を見学黒崎にて 北緯４０度のシンボル塔



【テーマ】：三陸の「文化」と「自然との共生」を学び、地球と人間のつながりを知ろう！

【行程】：
【田野畑村】北山崎・机浜番屋群：赤坂広太ガイド
【岩泉町】龍泉洞・新洞科学館：岩泉観光ガイド協会
【宮古市】崎山貝塚縄文の森ミュージアム：学芸員
【山田町】大沢漁港日東捕鯨(株)捕鯨基地跡地：伊藤実知子

ガイド
鯨と海の科学館：湊敏館長
新・道の駅やまだ「おいすた」視察後解散

今回は、田野畑村をスタートとし南下しながら、各市町村の

サイトについてじっくり学びました。サッパ船アドベンチャー
ズでは、正直穴（正直者しかくぐれないといわれている海蝕洞
（かいしょくどう））を無事くぐり抜け、北山崎の雄大な地形
を海から観察することができました。
山田町に捕鯨基地ができるきっかけは、日本海軍の水上偵察

機基地の払い下げを受けて、そのまま捕鯨基地へ転用可能だっ
たことも理由の一つとのこと。戦後間もないとはいえ、利用で
きるものは再利用して事業を興した先人の知恵に感心しました。

令和5年度 市町村長ツアーを実施しました ②

北山崎サッパ船アドベンチャーズ

大沢漁港日東捕鯨基地跡地にて

編集後記：今号は2回分の増ページでお届けしたジオだより
ですが、記事の内容がその当時に発行できなかったものが多
かったので、思い出しながら編集していました。すでに懐か
しい⁈ 引き続き次号も頑張ります！
仙台でのイベントは各ジオパークブースで工夫を凝らしたメ
ニューを楽しめますが、VRゴーグル体験を用意しているジ
オパークも多く、空き時間に私も見せていただきました。
360度の映像を楽しめる体験は、やっぱりすごいですね！

機材の仕様もそれぞれに違って、ガイドさんの解説付きで案
内してくれるのも良かったです。ご来場のみなさまも今度は
是非、現地のジオパークへ！ ～と～

三陸ジオパーク推進協議会
  〒027-0072
岩手県宮古市五月町１－２０

（宮古地区合同庁舎２階）

 TEL:0193-64-1230
 FAX:0193-64-1234

 info@sanriku-geo.com
 httpｓ://sanriku-geo.com/

《中部 ８月３日（木）》

《これからが旬！ 釜石市甲子地区の名産品「甲子柿」について》

これから旬を迎える甲子柿は、石造りの室に渋柿を入れ
一週間、煙で燻して渋を抜くという秘伝の製法でつくられ
ており、昔から秋の味覚として地域の人に親しまれてきま
した。

種がなく、食感はゼリーのようにとろっとろで、芳醇な
甘さが特徴です。食感や風味もさることながら、リコピン
やカロテンなど、美肌効果や免疫力の向上につながる栄養
素を多く含んでいます。

甲子柿は消費期限が一週間程度と大変短く、遠方に出荷するのは不可能と考えられてきまし
たが、少しでも長持ちするよう、商品開発が進められてきました。現在では、サイダーやジェ
ラートをはじめ、様々な商品が誕生し、今でも増え続けています。

郷土に伝わる一品が地域のアイデア商品で登場するとついつい食べてみたくなりますね。

tel:0193-64-1230
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